現代日本の平和運動の理想と現実

――宗教教団と新霊性平和主義の間に虹の橋はかかるか――

島薗進

（1） 平和運動の規模――欧米と日本の違い

（2） 進歩主義的な平和運動からどこへ？
　　◇マルクス主義／近代主義的な進歩主義

　　◇進歩的知識人の後退―→霊性の方へ？
　　◇なぜ、進歩主義は後退してきたのか？―→意味の問題、コスモロジーの問題
（3） スピリチュアリティと平和主義――その多様な関係

　　◇精神世界からスピリチュアリティへ――多様化。なかに環境主義、平和主義への強い関心をもつ人々がいる。
　　　　cf. ＷＰＰD(2004年)――のべ7千人が参加。雨の中の祈りに2－３千人が参加。
　　◇他方、宗教団体の社会的関心の増大――engaged Buddhismへの関心増大。

　　◇日本の侵略主義、植民地主義的な過去への反省の高まり。

（4） ＷＣＲＰの活動
　　◇世界宗教者平和会議（ＷＣＲＰ）

　　　◎米国同時多発テロに対する声明文（2001年9月18日）――過剰な防衛策に危惧
　　　◎ニューヨークでのシンポジウムと声明文（2001年10月23-24日）

　　　◎アジア宗教者平和会議・討議のまとめで先進国の責任を問う（2002年6月）

　　◇ＷＣＲＰの歴史概略

　　　◎1970年に発足――Homer Jack(ユニテリアン)、Dana Greely(ユニテリアン)、Maurice Eisendrath（ユダヤ教改革派）、R.R. Dewakwer（ヒンドゥー教）、Angelo Fernandes（カトリック）、庭野日敬（立正佼成会）、三宅歳雄（金光教泉尾教会）、Maria Lüker（カトリック）
　　　◎4,５年に1度の大会。2000年で35ヶ国に国内委員会。1999年のアンマン大会には70ヶ国、1,200人が参加。
　　◇異文化・他宗教との交わりの深まり。また、国際交流を通した学習。
（５）平和主義の基盤の拡大に向けて
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